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研究成果概要 

本研究の目的は、将来の超高エネルギー宇宙線観測実験の大規模化を想定した、低コス

ト検出器の開発、およびその宇宙線空気シャワー観測能力の実証である。 

1. 検出器構成の最適化 

これまで CRAFFT 望遠鏡は 1 台あたり 8 インチの光電子増倍管 1 本を使用していた

が、望遠鏡あたりの視野角を拡張し、空気シャワー再構成の精度向上するような検出器

の新たな構成を検討した。製造コストを抑えつつ、上記を満たす検出器構成とするため、

様々な光電子増倍管の大きさや配置を検討し、波形フィット法を用いてシャワーコアや

到来方向の決定精度を評価し、到来方向の決定精度が 3度程度、シャワーコアの決定精

度が 200m程度となった 5インチ光電子増倍管を 4行 4列で配置した構成に決定した。

本構成では, CRAFFT望遠鏡 1台あたりの視野角は方位角, 仰角ともに 24度となり, TA 

FD の 2倍以上の視野角となる。 検出器の最適化に伴って、光電子増倍管のマウントな

ども製作し取り付け精度などの試験も行った(図 1)。 

2. 新たな検出器構成で用いる構成要素の較正 

CRAFFT では, UV透過フィルターや光電子増倍管に TA FD とは異なる製品を選定し

たため, 独自に透過率測定や光電子増倍管の感度などを測定している。特に CRAFFT 望

遠鏡は UV 透過フィルターの透過率のみではなく、フレネルレンズの透過率両方の波長

依存性を考慮する必要があるため、UV 透過フィルターの透過率の波長依存性や一様性

を詳細に調べた(図 2)。 ZWB3の透過率は TA FD で採用された BG3と比べ, 大気蛍光

発光スペクトルやフレネルレンズの透過率などを考慮しても同程度の性能であることが

わかった。 
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図 2. 光電子増倍管のジグ取付精

度試験の様子 
図 2. ZWB3と BG3の透過率の波長依存性 
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